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はやぶさ着地点：小惑星イトカワ上「ミューゼスの海」の特徴

Initial Characterization of the Muses Sea Smooth Terrain on (25143) Itokawa: the Hayabusa
Touch-down Sites
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日本の工学試験探査機「はやぶさ」における最も挑戦的な技術実証である小惑星表面からの試料採取は、同時に最も重
要な科学目標でもある。探査機は 2003年 5月に打上げられ、2005年 9月に近地球型小惑星（25143）イトカワへ到着し
た。約 1.5ヶ月間の全球観測の後、工学的安全性と科学的意義、探査機運用性などを考慮し、表面試料採取の候補地が二
箇所選ばれた。しかし低高度からの光学観測により、大型の瓦礫が多いファセット地形である「リトル・ウーメラ」に
は、探査機の着陸精度では安全に降下できない可能性があることが分かり、2005年 11月 20日、26日両日の試料採取用
タッチダウン運用は、もう一方の候補地である平坦な地形「ミューゼスの海」で実施された。
　　採取試料が地球で分析される際、探査機上からのその場観測で得た知見と有機的に繋げるためには、採取試料の

産状を可能な限り精確に記載することが重要である。そこで我々は、第一回タッチダウン用の降下シーケンス中に、6-8
mm/ピクセルほどの高分解能な近接画像の取得した。さらに蛍光Ｘ線分光計や近赤外分光計などによる科学観測に加え
て、探査機の姿勢・高度などの運用データも活用することによって、着陸地点の地質、表面の状態、レゴリス粒径、巨
視的な表面物性（反発係数、摩擦係数、強度）、平衡温度について、有益なデータを得ることができた。
　近接画像からは、第一回タッチダウン時の最初の着陸地点付近は、瓦礫に覆われた地域に比べて滑らかなレゴリス層

ながら、Erosや月面のようなサブｍｍの微細粒子によって厚く覆われているのではなく、比較的サイズが揃ったmm˜cm
オーダーの砂利が高密度に敷き詰められた状態であることが見出された。この描像は、探査機先端のサンプラーホーン
が自由落下の後に小惑星表面に接触するときの振る舞いから制約される巨視的な表面物性と、高度がほぼ一定のホバリ
ング時の蛍光Ｘ線分光計・放熱器の計測から導かれる表面の平衡温度からも、ぞれぞれ独立に支持された。


